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ASTRO-H衛星搭載硬X線撮像検出器のEnd-to-End試験によるアクティ
ブシールドの機能検証
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次期 X線衛星 ASTRO-Hに搭載される硬 X線撮像検出器及び軟ガンマ線検出器は、バックグラウンドを極限
まで低くするための手段の一つとしてアクティブシールドを採用している。アクティブシールドは、BGOシンチ
レータで構成されており、その信号をAD変換しデジタル化した信号波形データに対して FPGAを用いることで
デジタルフィルター処理や、反同時計数のためのトリガー信号生成などを行う。
これまで、我々は実際に衛星搭載相当デザインの試作基板及び FPGAロジックを用いることで、デジタルフィ

ルターの最適化、トリガーロジックの確認を行ってきた。さらに信号波高値やノイズの影響に依存して揺らぎう
るトリガー出力タイミングについては、衛星搭載品相当のBGO結晶を用いることでその影響を実測し、トリガー
タイミングの最適化を行い、シールド検出器信号処理ファームウェアのデザインを決定することができた。
更に、主検出器部とシールド検出器部を組み合わせた衛星搭載品と同等の検出器を製作することにより、9つ

のBGO信号を含む合計 11chもの信号の同時読み出しを行いノイズ性能に変わりがないこと、ここまでで確立し
たファームウェアのデザインで反同時計数の効率が最大となっていることを確認した。また、打ち上げ後の運用
を想定したエネルギースレッショルドの決定手法を確立し、実際に反同時計数を行い想定通り主検出器部のバッ
クグラウンドが低減することを初めて実証した。


